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金沢大学歴史言語文化学系論集言語・文学篇

第２号２０１０年６１～9２

白山麓白峰の方言特徴と昔話に見られる方言の語法（２）

新田哲夫

１．前稿のつづきにあたって

本稿は前号に引き続き、石川県白山市白峰（|日石川郡白峰村字白峰）の方言特徴を略述

し、記録された昔話３話に対して語学的注釈を加えるものである。

ここでは、先回あげた方言特徴の概要を再掲し、標準語の連体格助詞ノと重なり合うと

ころが多い、この方言の助詞人ガ、ナの意味・用法についてやや詳しく取り上げる。

２『白山山麓白峰の民話」と他の資料

注釈を加える本は、前稿と同様、小倉学・山下鉱次郎編著『白山山麓白峰の民話』（石

川県図書館協会、１９６３（昭和３８）年９月２５日発行）である。この本は、会話・地の文と

もすべて白峰方言で書かれており、そこではかつての中央語（京都方言を中心とする方言）

の古い特徴が多く見てとれる。日本語史を考察する上でも貴重な資料と言える。この本で

用いられていることばは、純粋な話しことばそのものとは言えないものの、５０～100年前

の白峰方言を色濃く伝えるものと考えてよい。

前稿に記したとおり、編著者の一人である小倉学氏は、民俗学者で石川工業高等専門学

校教授の職にあった方である。年譜によれば、明治４５年金沢市の生まれで、東京府立第

四中学（現都立戸山高校）から、國學院大学を卒業後、昭和１２年４月には内務省神社局

考証課勤務となっている。昭和２１年４月石川県金沢第二高等女学校（現金沢二水高等学

校）教諭の職に就くまでは、東京在住か生活の拠点が東京にあったようである（｢小倉学略

年譜」「加能民俗研究』１０:314-315,1982)。それに対して、もう一人の著者の山下鉱次郎

氏（1895-1970）は白峰の生え抜きで、金沢での入院生活を除いては、ずっと白峰に住ん

でおり、父母祖父母とも白峰の方である。この本の白峰方言は、山下鉱次郎氏自身の方言

を写したものと考えてよい。小倉氏のこの本での役目は、鉱次郎氏が記した伝承を、なる

べくもとの特徴を保存する形で校閲したことに留まると見られる。

鉱次郎氏には、いくつか民俗学的な著作がある。その中で、白峰方言に関する記録で、

氏が関わっているものには、以下のものがある。

(a）岩井隆盛「白峰（牛首）方言概要」（｢白峰村史下巻』白峰村役場、１９５９（昭和３４）

年、276-321）
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(b）「広報しらみね」１～2０（白峰村役場、1964(昭和３９)年７月１５日～1966(昭和４１)年

３月２５日）

(c）山下鉱次郎「山下忠治郎家諸雑事記」（1965(昭和４０)年、私家版）

(d）小倉学編『全國昔話資料集成４白山麓昔話集』（岩崎美術社、1974(昭和４９)年）

（a）の岩井論文には「山下鉱次郎氏の「牛首の挨拶』」の－節がある。岩井氏が鉱次郎氏

より受け取った原稿をほぼそのまま掲載したものである（276-286頁)。このあいさつこと

ばの記録は、岩井氏の方言記述において、用例や語例などの具体例を提供している。

（b）は「広報しらみね』に連続掲載された昔話１７話である。本稿で使用するテキストの

出版後の掲載であり、内容は全く同一である。

（c）は鉱次郎氏の父母祖父母や－族の詳細な記録と自身一代記を記したものである。雁

山（ガニヤマ）という土地で焼畑農耕を営んでいた時代の記録も含まれ、民俗学的にも価

値のある資料である。謄写版刷りで限定１００部印刷された。その中に、会話の部分が多数

含まれており、この部分が白峰方言で描かれている。以下はその一例である。

(ア）「今年や、きやなよい日ばっか続いて、もう雪は降らんじゃ。あんまれよい日が

続くので、士産に酒かんで遊びに来た。忠治郎の衆等もしやに慌てんと、－ぶくし

て酒でも飲んでくれ。まさかあした雪も降るまいざい｣。

(イ）「わっら、毎年家へ来て巣をかけつちやさかい、明年［みょに］は何か土産物を持

ってきてくれえよう」。

け）「おいまた来たこ゜忘れんとよう来たにや、士産物を忘れんと持って来たこ｣。

(エ）「これが土産物かわれ。よるしたいよう。ばばこれを植えてみよわい｣。

（d）は鉱次郎氏の死後出版された「白山山麓白峰の民話」の新版である。「白山山麓白

峰の民話」の白峰村白峰の昔話のほか、白峰村赤岩の昔話２０話、尾口村深瀬１５話、尾口

村東二口２５話が増補されている。鉱次郎氏による白峰村白峰の昔話に比べると、他の赤

岩、深瀬、東二口の昔話には、全般に加賀一般の方言特徴しか見られない。これは上記３

地域が加賀一般に見られる共通特徴を有し、白峰方言こそが特殊であることを示すものと

も取れるが、むしろ、方言そのものを正確に写し取る描写力の違いが現れたとも考えられ

る。白峰の昔話では、鉱次郎氏の優れた筆力が方言に対しても存分に発揮されているとい

えよう。また、この書は、旧版の『白山山麓白峰の民話」を正確に写していない部分もあ

る。前稿１６頁にあげたものの他に、今回、

「ちよこつとも年が寄っちよらじゃって」（旧版１４６頁）

「ちよこつとも年が寄つちよらんじゃって」（新版２０１頁）

のように、旧版にない「ん」を入れたものも見つかった。動詞未然形にジヤが直接接続す
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る形式は、白峰方言の特徴の一つであるが、新版では、それを見えなくしている。

３注釈作業と記述調査の協力者

昔話の語学的注釈作業には、竹トシヱさん（1925年生まれ）と山田喜一さん（1933年

生まれ）の協力を得た。また後の連体助詞については竹トシヱさんの他、加藤継満津さん

（1923年生まれ)、山口甚太郎さん（1922年生まれ)、織田情勇さん（1928年生まれ)、

山田秀雄さん（1930年生まれ）の協力を得た。

４．白峰方言の諸特徴

白峰方言の主たる特徴は、

言と共通している。例えば、

定過去のナンダ（行カナンダ

西日本的であり、同じ石川県の加賀・能登や福井県の奥越方

否定のン（行カン《ない》)、存在の動詞オル（《いる》)、否

《なかった》)、ハ行四段動詞のウ音便（コーダ《買った》、

形容詞夕活用ウ音便（アーコナル《赤くなる》)、指定辞のジヤ・ヤ（雨ジヤ、雨ヤ《雨だ》)、

理由の接続助詞～サカイなどがそうである。

しかしながら、それとは別に、以下に列挙する特徴を有している。これらの特徴のほと

んどは、周りの方言には見られないもので、白峰を「言語の島」と呼ぶのに＋分な数であ

る。

前稿で挙げたものを、以下本稿でも再褐する。ゴシックで示されたものは、これまでの

岩井隆盛（1959,1962）などでは報告されてこなかった特徴である。前稿では明朝体のボ

ールド（太字）で示したが、印刷された紙面では、非ボールドとの区別がつきにくい仕上

がりになってしまった。再褐するのはそのためである。ひらがなで引いた用例は昔話によ

るもの（該当語形は下線)、カタカナは話者が例示したものとＮＨＫ「全国方言資料」（以

下の２，の例）である。また、報告はあるものの、白峰でも古い特徴となり、現在では使

用されていない可能性があるものは、ダガー（↑）を付した。なお、アクセントはＨ「高｣、

Ｍ「中｣、Ｌ「低｣、Ｆ「降」を表す。

今回の再掲に当たって、書き落としのあった(3c)を加え、見出しを「4.3形容詞」から

「4.3形容詞・形容動詞」に変更した。以下これについて、説明を補う。

白峰方言の形容動詞終止形はシズカナ《静かだ》のようにナで終わる。形容動詞終止形

語尾がナの方言は、全国的には中四国を中心に九州を含めた西日本に分布し、北陸でも山

間部と奥能登に散見する（｢方言文法全国地図」３，１４５図「静かだ（終止形)｣)。この特徴

は、歴史的には、ナリ活用形容動詞連体形ナル（例：静かナル）の末尾のルを落としたか

たちで、室町期には連体形だけでなく、終止形にもこの形が使われるようになり、江戸前

期には指定の助動詞ジヤも活用様式に加わった（土井忠生・森田武1975：112-113,170)。

白峰方言では、ジヤ導入以前のナリ活用使用の特徴を保存している。また、この方言の形
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容動詞の否定形もシズカニナイのようなナリ由来の形式を用いる。このような否定形に二

を用いる全国分布は、広島県を中心に分布するが、その範囲は「静かだ」の終止形にナを

用いる分布より、ずっと狭くなっている（『方言文法全国地図」３，１４７図「静かでない（否

定形)｣)。北陸では、富山県に「静かンない」が２地点あるのみで、「静か二ない」は、珍

しい例である。

なお、再掲にあたって諸特徴の表現をわずかに手直ししたものもあるが、実質的な内容

に変更はない。

41音声・音韻、アクセント

(1a）「ツ」の音が摩擦の少ない破擦音［tsU]で現れる。

(1b）サ行音のサスソの子音に[ｅ]、ザ行音ザズゾの子音に[５]が現れる。

(1c）下降式アクセントが第１類名詞・動詞に現れる。例：かたちMHM、並ぶMHM。

(1.）動詞アクセント第２類で－段動詞「下げる｣、五段動詞「動く」等がともにＨＬＬで現

れる。

(1e）動詞・形容詞アクセントの第１類と第２類の区別が連用形（動詞ではテ形で後に何か

続く形、形容詞ではナル形）で現れる。例：１類ナロンデ（並）ＭHMM…／２類サガツテ

（下）LHHH…；１類アーコナル（赤）HHMMM／２類クーロナル（黒）HHHHH。

(１０複合動詞アクセントが音調上２単位で現れる。例：キーコム(着込む)HLMM、ミーナオ

ス(見直す)HLMLL、トピコム(飛び込む)HLMM、トビノル(飛び乗る)HLMF。

４２動詞、助動詞など

(2a）マ行バ行四段動詞にウ音便をもつ。例：ヨーダ（読んだ、呼んだ)、ヨロコダ（喜ん

だ)。

(2b）サ行四段動詞のイ音便がない（北陸はほとんどがサ行イ音便)。例：出シダ、雛シダ。

(2c）動詞未然形十～デ（～しないで、なくて）の用法がある。例：見つからでよかった（見

つからないで良かった)。

(2.）１音節語幹動詞に長音が現れる。例：ミーヨ（見よ)、キーコム（着込む）など。

(2e）授受動詞で無視点的クレルがある。例：何もくれる物はない（あげる物はない)。

(２０「いる、来る、行く」の尊敬表現、「ある」の丁寧表現でゴザルを用いる。

(29）ゴザルは尊敬・丁寧の補助動詞でも用いる。例：書イテゴザル（｢書い元いる」の尊

敬)、シャンデゴザル（｢そうだ」の丁寧)。

(2h）尊敬形式には～ツシヤル・サッシヤルが用いられ、～レル・ラレルは用いられない。

例：言ワッシャル、見サッシャル、サッシャル（｢する」の尊敬)。

(2i）意志・推量のウが一段動詞でオ段勘音となって現れる。例：見ョ（－)、起キヨ（－)、
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上ギョ（－)、調ノヨ(－)。

(2j）意志・推量のウズも用いられる。例：書．(－)ズ、見ョ（－)ズ、起キヨ（－)ズ、上ギ

ョ（－)ズ、調ノヨ(－)ズ。

(2k）アスペクト形式「～ている」が～チョル・ジョルの形をとる。動作動詞の進行相、変

化動詞の結果相を表す。例：見チョル、歩イチョル、死ンジョル、読一ジョル。

(21）可能表現で～エルが用いられる。これは「完遂」の意味である。例：一晩デコノ本

読ミエタ。／読ミエナンダ。

(2ｍ）ジヤ、ヤは名詞のほかに、動詞形容詞の終止形、動詞のテ形、未然形に直接接続し、

アスペクトの対立をみせる。例：降ツタヤ、降ツテヤ、マダ降ラヤ。また、ジャ・ヤは

用言に接続したとき、ほとんどが「のだ」の意味である。

(2,）連体形の体言用法がある。すなわち、準体助詞が未発達のものがみられる。例：マイ

ルガカンニョヤニャー（お寺に参るのが肝要だね)。

(2o）十自発の形式と見られる「未然形十ル」の形があった。例：お前ら間かつたか、おと

ろしやァ。／初めの間は、（餅が）大変よう蒸さったいけっと…昼からもう蒸さらんよ

うになったいとお・／一服しちよると、トロトロ眠れてしまいました。

(2p）十二段動詞の残存がみられた。例：アクルジャッタナー（あけるのだったなあ)。

(2q）↑助動詞タリの連体形の残存がみられた。例：入れダルこと（入れたこと)。

4.3形容詞・形容動詞

(3a）形容詞の語尾が母音の融合した形で現れ、３拍形容詞では語幹に長音が現れる。例：

ターキャ（高い)、サービ（寒い)、オボチャ（重たい)。

(3b）形容詞〒形十オルの形があり、一時的状態を表す。例：サビシテオッタ（寂しくして

いた)。

(3c）形容動詞の活用形が標準語と異なり、終止形は～ナで終わる。例：静カナ（終止、連

体)、静カニナイ（否定)、静カニナル（連用)、静カナラ（条件)。例：親父は初めから

変なと思ちよったいさかい…。

4.4助詞

(4a）所有を表す助詞ガとノの両方をもつ。例：ギラガ足（私の足)、先生ノ帽子。

(4b）場所を表す助詞ナをもつ。例：ソコナ家（そこの家)、向キヤナ山（向かいの山)。

(4c）理由を表す助詞～サカイのほかに～デがある（ノデではない)。サカイは理由の他に、

単なるきっかけを表す助詞で、明確な理由を述べる場合はデを用いる。

(4.）提題の助詞「は」は～アで現れ、前の名詞の末尾と融合する。例：ソリャー（それは)、

ギラー（私は)。古くは～ヤも現れる。例：いね（母）ヤどこへ行ったなら。
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４５名詞、その他の語彙

(5a）１人称はギラという語である。２人称はワレ、ワイである。他にナヌシがあった。

(5b）標準語１拍名詞は長音で現れる。例：キー（木）、コー（子)、テー（手）など。

(5c）複数を示さない「ぼかしの意味のう」がある。例：ギララ（わたしなど)、アズキラ

（小豆など)。

(5.）接尾辞〆がつく生き物の名詞が多数ある。例：クマメ（熊)、ハットメ（鳩)、ドンボ

メ（とんぼ）など。

(5e）名詞に標準語にはない長音、擢音がみられる。例：オーケ（桶)、ナーベ（鍋)、ソー

レ（橇)、ノード（喉)、カンゲ（影)、↑ニョージ（虹)、フターッ（二つ)。

(５，古語(かつての中央語）に直接結びつき、現代中央語では見られない語彙が多数ある。

例：アシ。（あそこ)、アレ（自分)、イネ（母、妻)、カタ（方角)、ノミゴクラ（飲み

競い)、コンゾ・コッゾ（去年)、ﾔナイ（地震)、ベチ（別）；ゴーワカス（腹を立てる、

＜業が沸く）、ガオル（感服する、＜我を折る）；ショーワイ..i･ショーファイ（塩辛い、

＜しほはゆし)、ヘタブシノヨイ（恐れを知らぬ、＜ひたぶりなり）、アラケノ（力強く、

＜あらげなし）など。

4.6文末詞、他

(6a）文末詞ツケがあり、「思い出し」のほかに「報告」の用法がある。例：アンサワ勉強

シチョッタッケ（兄きは勉強していたよ)。

(6b）否定疑問の確認要求形式ザイ、ﾔザレ（～じゃないか）がある。例：われが手じゃっ

て、なお毛だらけじゃざい。／爺、どこじゃ、どこじゃ。何もおらんざれ。

(6c）疑問語疑問文では文末詞ナー（古くはヤナラ）が用いられ、真偽疑問文では文末詞．

が用いられる。例：ドコエ行クナー（どこへ行くのか)。われがとこには何があるなら

（お前のところには何があるのか)。金沢エ行クコ（金沢へ行くのか)。

(6.）間投助詞シテを用いる。例：モーシテシカタガゴザランワイ（もう史、仕方がな

いですよ)。

(6e）間投助詞「ね」の意味でニャー用いる。ニャーは文末詞としても用いる。↑古くは文

中ではナイを用いた。また、ほぼ同じ意味の丁寧な文末詞ノーがある。例：よかった

ニャー。／それで土工…（それでね…）／毎度ありがと－ござりましてノー。

５．連体修飾ノ、ガ、ナ

前稿では、文法記述の一部として、この方言に特徴的な、「指定辞のジヤ（ヤ)」、「疑問

文の文末詞｣、｢敬語ゴザル｣に関して述べた｡前節にあげた特徴の番号ではそれぞれ､(2ｍ)、

(6c)、（2f,２９)である。本稿はそれに引き続き、いわゆる連体格助詞の文法的特徴に関して
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記述を行う。先の番号でいうと、（4a,４b)である。

この節では、連体修飾[NP1+助詞+NP2]Npの構造で用いられる助詞人ガ、ナに関して

述べる（以下、ＮＰは名詞句、Ｎは名詞)。標準語の連体修飾[NP1+助詞十NP2]Npでは、助

詞はノがもっぱら用いられ､所有のほか､名詞句どうしの様々な関係を表すが、白峰では、

ノ以外に、ガ、ナがあり、それぞれ限定された意味・用法をもつ。ここでは、上記の修飾

構造うち、ＮＰ１の主要部をＮ１、ＮＰ２の主要部をＮ２とおき、Ｎ１とＮ２のそれぞれの意味

特性と両者の関係について見ていく。

白峰方言の助詞人ガ、ナの概要を示せば、ノはほぼ標準語と重なり広い用法をもつが、

ガは所有の用法が主で、Ｎ１が所有者、Ｎ２が所有されるものを表す。また、Ｎ１は人間を

示す名詞だけがくることができる。一方、ナは場所を表し、主にＮ１が場所、Ｎ２がＮ１に

存在するものを表す。

こうした状況は、茨城県水海道方言と似ている（佐々木冠2004:26-43)。水海道方言が

白峰方言と異なるのは、連体修飾「Ｎ１ガＮ２」の形式では、Ｎ１は人間だけでなく、動物

などの他の有生の（animate）名詞をとることができ、Ｎ１の意味特性の制限が緩く段階的

であることがあげられる。「Ｎ１ナＮ２」の形式では、逆に、白峰と比べて、Ｎ１に一般名詞

をとることができないなどの意味特`性の制限があることがあげられる。

また、真田信治（1990:261-272）には、同じ北陸地方の富山県五箇山郷の連体格助詞ガ、

ノに関して、詳細な報告があり、そこでは「Ｎ１ガ」ではＮ１が人間名詞だけに用いられ、

ノと待遇的表現上の差異があることが示されている。

以下で示す用例は、協力者の作例が多く含まれている。これらはカタカナで記す。「＊」

のアスタリスクは文法的に不適切な文であることを示す。また、後の注釈を加える「白山

山麓白峰の民話」の昔話からも例をとった（用例は「本書セクション番号、タイトル、頁」

の順で示す)。《》は意味を表し、（カタカナ）は哩言の読みを、（ひらがな）はその他の

注を示す。白峰の民話の資料に加えて、日本放送協会編「全国方言資料第３巻東海・

北陸編」に納められた「４石)||県石川郡白峰村白峰」のテキストからも一部とった（ＮＨＫ

～頁と略)。ＮＨＫの具体的資料はカタカナで表記する。

5.1所有のガ

5］.１Ｍの性質

白峰方言ではガはＮ１が人称詞、再帰名詞、親族名詞、職業名、個人名などの人間を指

す「人間名詞」に限って現れる。ガが現れるところでは、ノも現れることができる。

（１）ギラガ／ノイエ《私の家》

（２）ワレガ／ノイエ《おまえの家》

（３）アレガ／ノイエ《自分の家》
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１
Ｊ
１
Ｊ
１
１

４
５
６
７
８
９

く
ｌ
く
く
く
く

ノノガ／ノイエ《爺さんの家》

トッサガ／ノイエ《父さん（家長）の家》

ムスコガ／ノイエ《息子の家》

オヤッサマガ／ノイエ《親っ様（地主）の家》

センセーガ／ノイエ《先生の家》

タローガ／ノイエ《太郎の家》

しかし、Ｎ１が人間を指さないときには、ガが現れず、ノだけが現れる。

１
Ｊ
１
１
１
１

０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

く
ｌ
く
く
く
く

ウシメ＊ガ／ノアシ《牛の足》

ニョコメ＊ガ／ノアシ《猫の足》

ムシメ＊ガ／ノアシ《虫の足》

ナスビ＊ガ／ノトゲ《茄子の鰊》

イス＊ガ／ノアシ《椅子の足》

フクロ＊ガ／ノクチ《袋のロ》

Ｎ１が人を表すダレ《誰》、ダレサマ《どなたさま》のような不定でも、ガが現れる。

(16）コレヤダレガ／ノボーシナー《これは誰の帽子か》

(17）コレヤダレサマガ／ノボーシナー《これはどなたさまの帽子か》

5.1.2Ｎ１への敬意の有無

「Ｎ１ガ」のガは、Ｎ１が定不定問わず、人間を示す名詞に付くことを確かめた。この場

合ガとノは併用で現れる。ガとノが両方出現する方言、すなわち九州西南部の範囲と（｢全

国方言文法地図』１，１３図「おれの（手拭)｣、１４図「先生の（手拭)｣)、富山県五箇山方

言（真田1990）では、ガとノはＮ１に対する待遇的な異なりの反映とみられている。白峰

方言でも両者の待遇的な差が問題となる。

白峰方言に関しては、両者の違いは、Ｎ１に対する敬意に関わる待遇的な差ではなく、

親しみのある表現とそうでない表現、あるいはそこから生じる「丁寧さ」の差となって現

れる、というのが結論である。「Ｎ１ガ」が「ジゲ（地元）のことば｣、「Ｎ･･ノ」が「丁寧

なことば」という話者の内省である。だが、実際は、「ガ《ぞんざい》」対「ノ《丁寧》｣、

という排他的な関係があるのではなく、ガの出現の傾向のみがスタイルに左右される。方

言を使用し、改まらない場面ではガが多用され、逆に改まった場面ではガは使用されない

傾向にある。一方、ノは方言使用の場合でも、あらゆる場面で使用可能である（後述のア

レガ《自分の》を除く）。

「Ｎ１ガ」の使用が「丁寧さ」と関係することは、（16）のダレガボーシナー《誰の帽

－６８－



子か》が乱暴に聞こえる、という一部の話者の報告にも現れている。また、（17）の例で、

ダレサマ＊ガ／ノボーシナー《どなたさまの帽子か》のようにダレサマガを不適切と判

断する話者も一部いる。ガの使用が文法的には可能であっても、ダレサマを用いるような

改まった場面を想定するとき、ニュートラルな「Ｎ１ノ」が適切と判断するのであろう。

「Ｎ１ガ」と「Ｎ１ノ」がＮ１に対する敬意の有無と関係ないことは、まず、（１）ギラノ

イエ《私の家》が可能であることに現れている。また、尊敬すべき相手、(7)「オヤッサマ｣、

(8)「先生」などにも「Ｎ１ガ」が可能であることにも現れている。

（18）マーイマノギララノクラシワジューロエモンノダンナサマガクラシ

ミタイナモンジヤ。《まあ、今の私らの暮らしは、＋郎右衛門の旦那様の暮らしみたい

なものだ》（ＮＨＫ136頁、本文改訂）

この地域でもっとも権威のある大庄屋の山岸十郎右衛門家当主（他の地主がオヤッサマと

呼ばれるなかで、特別にダンナサマと呼ばれている）に対してもガが使用されている。話

者によれば、「先生ノ家｣、「オヤッサマノ家」ということが多いが、「先生ガ家人「オヤッ

サマガ家」を使用しても、先生、オヤッサマヘの敬意に変わりはないし、本人の前で使用

しても、そのこと自体失礼にならないという。

結局、この方言のガの実際の出現傾向は、発話スタイルと関わっているが、その文法的

な判断は、Ｎ１（とＮ２）の狭い意味での言語的意味特性がもっとも重要な要素であるとい

えるであろう。

5.1.3Ｎ１と方言語彙

「Ｎ１ガ｣が改まらない場面で多用されることは､Ｎ１が方言の人称語彙（１人称詞ギラ、

２人称詞ワレ)、方言の親族名称（トト・トッサ《父（家長)》、ノノ・ノンサ《爺》など）

のとき出やすい傾向と一致する。昔話からギラガ《私の》の例をとると以下のように、多

数ある。

（19）棚からでかいな鼠（ネズメ）や飛んで出て、私（ギラ）が胸へ飛びついて、（２８五

郎物語７９頁）

（20）お婆、どうじや、私（ギラ）が身体がどこも見（メ）えんこ。（４９隠れ蓑と隠れ笠

１１９頁）

（21）私（ギラ）を爺ざが樟のなかへ入れて、（５７日本一の庇こき爺さ１４２頁）

（22）私（ギラ）が仲間もでかいことおるし、（３３ムジナ八右ヱ門９９頁）

（23）いや、嘘ではござらん。私（ギラ）が家のもんや金を借った家の人にも聞いてくだ

され（１９死人の握った金５３頁）
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一方、ギラノは一例のみ見つかっている。

(24）私（ギラ）の祖母（オババ）は、その白州で裁判しろのを見たって何べんも話して
￣

くれたもんじゃ。（21-4山岸家小話、裁判の話５９頁）

トッサ《父さ、家長》、ノノ《爺》、バーサ《婆》等の例も見つかる。

(25）しやんじゃ、家（いえ）の父さが目を良いに治す薬ｃやわい。（６０チャックリカキ

フウ１４９頁）

(26）コガネジヤックリ、ジヤックリ、ノノガカネカネ（５７日本一の庇こき爺さ１４２頁）

(27）「おうい、しやんか、しやんなら早よ食おう。」ちゆうて婆さがとこへ下りて来た

いって。（３１鼠の穂がち９０頁）

一方、固有名詞は昔話では次の二例のみである。

(28）そこな棚からでかいな鼠（ネズメ）が一匹飛んで出て、小次郎が胸へ飛びついたい

って。（２８五郎物語７９頁）

(29）その炭焼は知らん人かと,恩（モ）たら、ちょうど顔見知りの五郎が炭釜じゃったも

んで、（２８五郎物語８２頁）

他方、この方言に特徴的な再帰名詞アレ《自分》の場合は、アレガの形が自然で、アレ

ノは不自然という。これは複数の話者の一致した意見である。本稿で取り上げる『白山山

麓白峰の民話』でも、所有のアレガが１５例見いだせるが、アレノ《自分の》は１例もな

い。所有のアレガはその形で固定化しているが、再帰名詞アレ《自分》自体は独立性を失

っているわけではない。アレは所有のガ以外に、アレー《自分に》、アレデ《自分で》、ア

レオ《自分を》、アレガ《自分が（主格)》、アレヤ《自分は（主題)》など、自由に助詞が

接続することができる。次はアレヤの例である。

（30）こないだ、私（ギラ）爺に言わんと行ったで、今日は、自分（アレ《爺を指す》）

や早よもどったいにや（２２ヤブノノ爺さ６３頁）

アレ《自分》の照応に関する問題については、別の機会に論じる。

５１．４Ｎ２の性質およびＮ１とＮ２の関係の例

「Ｎ１ガＮ２」のなかでのＮ２の`性質を考えるとき、Ｎ２の意味特性のみを取り上げるよ

りも、Ｎ１とＮ２の関係を扱いながらＮ２の性質を見る方が方法の上で容易である。

標準語の「Ｎ１ノＮ２」におけるＮＬＮ２の関係は多様で、ノの用法の分類も多様である
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が、ここで取り上げる白峰方言の「Ｎ１ガＮ２」のＮ２には、次のような意味・用法で現れ

る。

（31）ギラガ／ノアシ《私の足》（Ｎ２がＮ１の身体）

（32）ギラガ／ノマゴ《私の孫》（Ｎ２がＮ１の親族）

（33）ギラガ／ノカサ《私の傘》（Ｎ２がＮ１の持ち物）

（34）ギラガ／ノトナリ《私の隣》（Ｎ２がＮ１との位置関係）

（35）ギラガ／ノタメニ《私のために》（Ｎ２が形式名詞）

（36）ギラガ／ノタノミ《私の頼み》（Ｎ１がＮ２の行為の主体）

（37）ギラガ／ノシンパイ《私の心配》（Ｎ１がＮ２の行為の主体）

（38）ギラガ／ノアシアト《私の足跡》（Ｎ１の行為の痕跡）

上記(31)～(38)はノのほか、ガが可能である。ガは分離不可能な所有のほかに、分離可能

な所有の場合も用いられる。

5.1.5Ｎ２の性質（位置関係、形式名詞）

（34)のようにＮ１を基準とした位置関係を示すＮ２にも用いられる。

（39）その家へ飛んで行って、婆さが側へ行ってない、（４バセルにぼわれて２６頁）

（40）もう見（メ）えんようになった爺（ノノ）が後を追いかけたいとお･（２２ヤブノ

ノ爺さ６５頁）

「Ｎ１ガＮ２」のＮ２が、（35)のように形式名詞にも付く。Ｎ１ガタメニのほか、Ｎ１ガヨー

ニ《のように》も可能である。また(34)の位置関係と重なるが、昔話では～ガトコ《の所》

の例も多く見いだせる。

(41）「おうい、しやんか、しやんなら早よ食おう。」ちゆうて婆さがとこへ下りて来

たいって。（３１鼠の穂がち９０頁）

(42）自分（アレ）がとこへいってしもたいとお。（３７ムジナめと猿め１０８頁）

5.1.6Ｎ１とＮ２の関係（同格）

上では現れる場合を列挙したが､いわゆる同格の場合には､ノのみでガは用いられない。

（43）コレアマゴ＊ガ／ノサトシヤ《これは孫のさとしだ》

（44）アノシトワソンチョー＊ガ／ノナガイサンジヤ《あの人は村長の永井さん

だ》
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標準語には、上記用法のほかに「材料の限定（煉瓦の家)｣、「全体と部分（椅子の足)」

などの用法があるが、「Ｎ１ガ」のＮ１が人間名詞に限定されるために、適切な用例は見つ

からなかった。

5.1.7Ｎ２の項となる要素

特に(36)、（37)でガが可能であることは、Ｎ２が意味上の項（arguments）を想定できる

場合に、それらの項の格形式がどうマークされるかという問題と関連がある。

標準語の「Ｎ１ノＮ２」のＮ２が名詞でありながら、意味的な行為・心理の主体や客体が

Ｎ１ノの形式で現れるものがある（詳細は寺村秀夫1991:２４０，・水海道方言ではこうした

文法関係がガ・ノの選択に関わるという（佐々木2004:３９)。次の(45)は、水海道方言の例

である。

（45)ozi:tsjaN-ngamango｛-no/*-nga}sjtske

おじいさん-所有孫｛-属ハー所有｝膳《お爺さんの孫の膜》

ここでは主語的要素は所有格（nga）で、目的語的な要素は属格（-no）でマークされてい

る。一方、白峰方言では、以下のようになっている。

(46）ギラガ／ノニューインオヒトニシャベルナ《私の入院を他人に喋るな》

（私が入院する主語的要素）

(47）マゴワギラガ／ノモリガキニイラン《孫は私の守りが気に入らない》

（ギラ逆マゴを守りする主語的要素）

(48）マゴ＊ガ／ノモリオセンナラン《孫の守をしなければならない》

（ギラカヨゴゴを守りする目的語的要素）

(49）ヨメワギラガ／ノマゴ＊ガ／ノモリガキニイラン《嫁は私の孫のお守が気

に入らない》 （ギラが主語的要素、マゴを目的語的要素）

「Ｎ１ノ」は全てに使えるため、それを除いて見ると、「Ｎ１ガ」が自動詞・他動詞の主語

的要素に使えるが、「モリ《守り》」の被動作者（目的語的要素）のとき使えず、「Ｎ１ノ」

としなければならないことがわかる。自動詞文の主語をＳ、他動詞文の動作主をＡ、他動

詞文の被動作者をＯと置くと、この方言の名詞句内の連体修飾の文法関係の格表示は次の

二つのタイプを取っていることになる。

(50）

Ａ（-ガ）≠０（ソ）：対格型

Ａ＝０（-ノル 中立型

Ｓ
Ｓ
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自動詞文の主語Ｓと他動詞文の動作主Ａが同じ形式の格にマークされ､Ｏだけが異なって

いるのは「対格型」と呼べるものである（別に、区別のない「中立型」が併存する)。こう

した格表示の区別が、連体修飾を含む名詞句内で見られる点については、単文や名詞にか

かる関係節内の格表示との関係を調べる必要があるが、これに関しては別稿に譲る。

5.2場所のナ

この方言の「Ｎ１ナＮ２」について述べる。ナは歴史的には「～ナル」のルを落とした形

で、中央語の中世から近世の文献にも見いだせるが、共時的にはナは名詞に接続する助詞

の－種とみてよい。ナの主な機能は、「Ｎ１に存在するＮ２」というＮ２の存在場所を示す

ことである。Ｎ２には意味的な制限はないが、Ｎ１については現れる名詞に制限がある。

一方で、場所を示す「Ｎ１ノＮ２」の形式も全てにおいて可能である。以下に、昔話から

の「Ｎ１ナＮ２」の例をあげる。

５．２１Ｎ１が指示詞

まず、（51)～(54）でＮ１がいわゆる指示詞の場合をあげる。（54）のように方向を示す場

合もある。昔話から例を引く。

（51)そこな大阪の者が（１三人のテンポつき１９頁）

（52)そこな細い木の棒で草原のなかをポンッとつくと、（２２ヤブノノ爺さ６２頁）

（53)あしこな牛小屋の七番目の小屋にまっ黒い牛めが－匹おるさかい、あれを裏な庭

へてえで《連れて》行って、（５６ナンベン三日に給金三百両１３４頁）

(54)あってな道や、こつてな道へ出て来ては、（３新保狐２２頁）

5.2.2Ｎ１が相対的位置関係

次のようにＮ１が相対的な位置関係を示す名詞の例も多く見られる。

（55）行手の前な藪のなかから、でかい狐めが一匹道のなかへ飛んで出て、道の端な

古草鮭を片一方拾て、（３新保狐２２頁）

（56）紙袋のなかな蜂めを追いこだい《追い込んだ》とお・（62-1ブツと和尚様、智恵

だめし１５５頁）

相対的位置関係を表す名詞で「Ｎ１ナ」のかたちをとるＮ１には以下のものがある。

(57）

マイ《前》、ウシロ《後》、カタ《方（方向)》、。．《ここ》、ソ。《そこ》、アシコ《あ

そこ》、ドコ《どこ》、コッテ《こっち》、ソッテ《そっち》、アッテ《あっち》、ドッテ
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《どっち》、テマイ《手前》、ムキヤ・ムコー《向こう》、ヒダリ《左》、ミギ《右》、カ

ミ《上》、シモ《下》、ナカ《中》、ハズレ《外れ》、スミ・スマ《隅》、オモテ《表》、

ウラ《裏》、ソト《外》、オク《奥》、ヘリ《縁》、プチ《縁》、キワ《際》、チカク《近

く》、トーク《遠く》、グルリ《ぐるり》、アタリ《辺り》

これらの名詞は「Ｎ１ナＮ２」のかたちではなく、さらにＮ１を修飾する要素が付くこと

が多い。「Ｎ１ナＮ２」のＮ１の前に付く名詞をＮＯとおくと、「ＮＯノＮ１ナＮ２」（例：道の

横な藪）のかたちをとる。話者によれば、「*ＮＯナＮ１ナＮ２｣、「*ＮＯナＮ１ノＮ２」は不

自然といい、また、昔話でも例を見いだすことができない。ＮＯが人間名詞の場合は、「ＮＯ

ガＮ１ナＮ２」は可能であるという（例：ぎらガ隣ナ席《私の隣の席》)。

ＮＯは､一般に相対的位置関係を示すＮ１の基準となる所(例:家ノ左ナ木《家の左の木》、

家は基準、左は位置)、またはＮ１という部分に対する全体を指す所（例：川ノ縁ナ水《川

の縁の水》、川は全体、縁は部分）等を表す。また、Ｎ１がカタ《方》のときは、「基準・

位置」や「全体・部分」というよりも、ＮＯの方向の指示内容と一緒になり、具体的な方

向を表す（例：上ノ方ナ家《上（川の上流）の方向の家》)。

このようなＮＯとＮ１の関係の場合、「場所」のナではなく、「二つのＮを結びつける」

ノが用いられる。

(58）

ＮＯ（基準）

NＯ（全体）

NＯ（指示）

幼
ナ
ナ

く
叢
駕

／
／
／

ノ
ノ
ノ

Ｎ１（位置）

Ｎ１（部分）

Ｎ１（方向）

(例：家ノ左ナ木、ぎらガ隣ノ席）

(例：川ノ縁ナ水）

(例：上ノ方ナ家）

２
２
２

Ｎ
Ｎ
Ｎ

ナ
ナ
ナ

相対的位置基準の名詞のなかでカタ《方》は、Ｎ１でもＮ２でも可能である。（例：カミ

ナカタ《(川の）上の方》、力ミノカタナウチ《(川の）上の方の家屋》)。カタ《方》を

使う名詞句の構造は次の(59)、（60)のようになる。

(59）

[Ｎ1-助詞

[カミーナ

LImNp2~助詞V

カタ]NP2~ｺニイク

(60）

［[Ｎｏ．助詞

［[カミーノ／*ナ

Ｎ１]Ｎｐ1-助詞ＬＩ２]NP2､助詞Ｖ

カタ]NP1~ナウチ]NP2~エイク

この例からもわかるとおり、名詞につく「ナ」は、ＮＰ２の主要部であるＮ２（下線部）の

前にあるとき現れることができ、その前のＮＰ１の中のＮＯとＮ１をつなぐところでは現れ
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ない。こうした原則は、（57)であげた相対的位置名詞一般に当てはまるものである。

５．２３Ｎ１が一般名詞

次に、「Ｎ１ナ」のＮ１が一般の名詞に付く場合である。昔話からはいくつか拾うことが

できる。

（61）佐保や、今日はあの馬小屋な赤馬を、島のオモヤまで引いていってくれ。（２５佐保

が鴇ケ谷行き７０頁）

（62）オミヤ《居間》な帳面箱から父（トト）が大切な帳面紙（ちようめんがみ）を盗ん

できて、（２８五郎物語７６頁）

（63）ドタドタとあばれちよる幽霊の手足を、腰な細引きでしっかりしばりつけて、寺の

前な柳の木へくくりつけてしもたいとお゜（５６ナンベン三日に給金三百両１４０頁）

（64）ブツはその手をひん握って、背戸なお花畠へ飛んでいって、（62-2ブツと和尚様、

和尚様と庇１５７頁）

ただし、次の例は、先の相対的位置を示す名詞と一般名詞の中間的な性格をもつ。

(65）そのはずみに、前な石な《(家の）前の石》の上（イエ）へいやというほど、あ

らけの《強く》噴をかちつけて、（３４川獺にだまされた兎１０４頁）

(66）－番二人でとってみまいかって言う話になって、外な板《(家の）そとの板》を

ひくとこへ出て、（７長太郎とムジナ３１頁）

上記の(65)、（66)の「前｣、「外」は、それぞれ「家の前｣、「家の外」という具体的な場所

を指す。

いずれにせよ、こうした一般名詞にナがつくのは、同じ場所のナをもつの水海道方言と異

なる点である（佐々木2004:３５、ただし、同じ水海道方言を記述する宮島達夫１９５６では、

「山ナー」が可能であり、食い違いが見られるという）。

昔話の場合は(61)～(64)の一般名詞につくナが可能であったが、現在の話者においては、

これらは「Ｎ１ノ」の方が自然という。白峰においては、－世代前の用法と言えるもので

あろう。

５．２４Ｎ１が具体的な地名

Ｎ１が具体的な地名の場合、「Ｎ１ナ」のかたちはとれない。これは水海道方言と共通し

た特徴である。

（67）オーミッタン＊ナ／ノガッコー《大道谷（地名）の学校》

（68）ミョーダン＊ナ／ノハツデンジヨ《明谷（地名）の発電所》
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(69）谷峠の頂上に着いてホッと一息ついだいとお゜（２４盗まれた阿弥陀様６６頁）

(70）そのリンが今も下田原の寺に残つちよっちゃとお《残っているんだって》。（１三

人のテンポつき１９頁）

５．２５Ｎ１の「場所」以外の用法

一人の話者によれば、時を表す、ムカシ《昔》、コッゾ《去年》、キンノ《昨日》、アシタ

《明日》、サツキ《さっき》がＮ１のとき、「Ｎ１ノ」の他に、古くは「Ｎ１ナ」を使ってい

たのを聞いたと言うことである。ただ、昔話の中にこうした例はない。もし、過去におい

てそうであれば、ナは「場所」の規定だけでは不十分といえる。相対的な時間表現に使わ

れていた、という見通しであるが、それが、「場所」を表す用法からの一時的な「拡張」か、

「時間」と「場所」の両方を表すことができたものから「場所」の用法に「縮小」したも

のか、現在のところ不明である。
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白峰の昔話とその注釈’

[７］死人の握った金２
うし<びやま ニ ホリ

昔、牛首山の出作り３に－人の娘がおって、この娘が十一上、′、の時4から福井の方へ行つ
ぞうしぼうこう やま アし

て雑仕奉公しちよったいとお5.そうしてない6､五､六年ほどたつと病いが出たさ力、い7,自分
こゼンたホリ

が8家へもどって来たいって9゜その娘(よ銭を貯めちよったら１０、もどる時三両余り貯主つち

よったので、大事に持ってもどって来たいとお･
こやまろうがい やま ワアル

この娘の病いは労咳''っていう病いて、良うなったり'2悪なったり'3しちよってなかな力、

なおらんさかい、家で毎日寝たり起きたりしてズラズラ'4と暮しちよったいとお・そのう

ち誰が言うともなしに、
メエロさと た

「あの女15は里へ奉公しいに16行って、て゛力、いこと17銭を貯めて来たいとお･」

1以下に示す番号は、前稿の続き。本稿では［７］から。その他の形式は前稿と同じ。

２この話は、本書ではセクション番号1９（49-53頁）である。この話の末に、「白峰村の

大道谷に在住の某家の娘にまつわる実話で、明治二十年代のこと」という記述がある。

この話の伝承者､山下はつは､著者の鉱次郎の母で､明治７(1874)年生まれ､昭和３４(1959）

年没。｝まつ13～22歳ころの話ということになる。

３白山麓には昭和３０年代まで焼畑農耕が行われていた。出作りでは山地の耕作地（ヤマ）

付近に家屋を設けてそこで焼畑を営む。ヤマに住み続ける「永年出作り」と冬期に里（ジ

ゲ）にジャーマ《出山》する「季節出作り」の二通りある。

４オリ（をり）と関係あるだろうが、ｗ＞ｈの変化、あるいはｈの挿入については未詳。

５「しちよったいとお」のシチョッタは動作継続過去を表す。イは指定辞ジヤの異形態、

環境に応じて、ジャーチャーイと交替する。トオは伝聞。

６ナイは間投詞、現在ではニャ(-)という。

７サカイは理由を表すが、単なる契機を示す場合もある。～デ《ので》もあるが、サカイ

の方は、当然導かれる結果を導くことが多い。

８アレは《自分》の意味の再帰名詞。上代語アル）に遡る。ガは所有の助詞。アレガで

固定しており、アレノは用いない。

９「来たいって」のイは指定辞ジヤの異形態。ツテは引用形式。

'0「貯めちよったら」《貯めていたら》は、「三両余り貯まつちよった」《三両あまり貯ま

っていた》に続く。

'1結核のこと。

１２「良くなる」はここではヨーナルで出ている。ヨイニナルともいう。

'３「悪くなる」はワールナル｡基本形ワーリ、夕形ワールカッタ等､語幹に長母音をもつ。

'４ズラズラは、標準語にない擬態語。ズルズル、ダラダラの混交か。

１５メエロは《女》の意味。《雌》の意味にも使われる（Ｃｆメーロノウシメ《雌牛》)。語そ

のものには見下す含意はない。《男、雄》はオノコ。

１６「奉公しいに」などのサ変動詞スルの語幹シは長母音で現れる。

'７デカイコトは《多く、たくさん》の副詞。量、数にも使用。「多い」は用いず、通常、

デカイコトアルを用いる。形容詞はデカイ、デカイナ。
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ちゅう評判があったいとお・そうしたらない、隣の人がじゃァしても'8銭のいることがで
こ

きたいって。しやアに19、どこじゃしいも（どこへて゛も）２０借りに行けんし、隣の娘はでかい
モ

こと銭のこして来たいつちゆさかい21、しんざやアに（こっそりと）22借Ｉ)に行ってこう23と思
二 オフけ

て24、その#良のとこへ行って事情を誌して、
な ミヨニ

「銭は出来次第、間違いなしに済す25ざかい。明年26の春まで、二両ほどじや27て゛も貸し

てくれられんこ（貸してくれないか）２８｡」

ちゅうて頼んでみたら、
ナン

「おいや、人が、ただ、しやアなこと言うてじゃ29。何も銭ら30-文t,ないCやわい31。

１８ジヤーシテモは《どうしても》の意味。キャー《こう》、ソー《そう》、アー《ああ》、
ジャー《どう》･

'９シャーニは《そうに》。

２０ドコジヤシイモは括弧にあるとおり、《どこへでも》の意味であるが、語形成と語源の
詳細は不明。

2’「来たいつちゆさかい」は、キタ《来た》＋イ《んだ》＋ツチュ《っていう》＋サカイ
《から》。

２２シンギヤアニは《内緒で》という意味。シンギヤはシンガイ《新開》に由来。年貢を逃
れるために内緒で開墾したことから。ガイ＞ギヤァ＞ギヤの変化。シンギヤダ《～田、
地名》、シンギャゼン《～銭、へそくり》の語もある。

２３「行ってこう」の「こう」は「来る」の意志形。「来よう」のヨが挿入されない形。
２４オモフイテ＞オモーテ＞オモテ＞モテ。最終的にはオが脱落した。
２５ナスは《返済する》の意味。

２６ミヨニ。ミヨーニとも。おそらくミヨーネン《明年》から。音節が重重＞重軽に変化し
（Ｃｆゲンカン＞ゲンカ《玄関》、ダイコン＞ダイコ《大根》)、その後、ネ＞＝の狭母音

化。

２７「ほどじゃでも」で、指定詞ジヤが見られるのは、「ほど（程)」が副助詞に文法化する
前の名詞の姿を伝えるものか。

２８クレラレンコは、ラレは可能の意味。授受動詞クレルの語幹kure‐に、可能の助動詞
一rareru、否定のン、真偽疑問文につく疑問の文末詞．がついた形式である。直訳は《貸
してくれることができないか》の意味。尊敬のレル・ラレルはこの方言にはない。《くれ
る》の意味の尊敬形式はクダサル。

２９動詞テ形十指定辞ジヤ。ジヤそのものが標準語のノダの意味をもち、「説明」のムード
を伴う。アスペクト的な特徴としては、工藤真由美（1995）の枠組みでいえば、内的限
界動詞（telic）は「結果」を、非内的限界動詞（atelic）は「継続」を表す。また「結果」
の場合、その結果が後に影響を残したという意味合いをもつ。兄弟三人トモ結核デ死ン
デヤ《死んでしまった（それが残念だ、それで苦労したという気持ち)》・雪ガ降ツテヤ、
道オアケンナラン《雪が降った、道を除雪しなければ（たいへんだ、という気持ち)》・
Ｃｆ＊雪ガ降ツテヤ、傘持ツテイケ（現在継続)。Ｃｆ・雪ガ降ツチョッチャ、傘持ツテイケ

（チョル形ならばＯＫ)。atelicな動詞の場合は､動作継続のチョルと区別が難しいが(今
テレビ見テヤ／見チョッチャ、白峰ノコトガ出チョル)、「見テヤ」が直前まで行われて

いた動作（=見チョッタヤ）を表すことができる。ここでの「言うてじゃ」は現在他人が
そのように噂している、という意味がある。前稿２３頁「アルイテキテジヤ」を「継続相」
としたが、別の話者からこの含意は否定された。アルイテキテジャはtelicな動詞の「結
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人に貸すような銭らあったら良い薬でも貢うてのうで32,早よこの病いをなおしちゃい

けつとわい3３（なおしたいんだがね)｡」

ちゆうて初めの間は相手にせなんだいけつと34、三べんも四へんも来て泣くように言うて
アンマ モ

頼むもんじゃさかい、知らん人でもないし、余れ35気の毒な36と恩て、ついどうは（最後lニ
ミヨニ

|よ）二両の金を明年の春まて゛の約束で貸してやったいとお・

そのうちに日がたって春になったいって。借つた37人は、その娘のとこへ行って、
ホンベツ な

「いろいろ分矛１１（エ夫）した38じゃけつと、じゃしても金ができんで39、盆にはきっと済す

さかい、じゃァでも頓ん主す｡」

ちゅうて頼むもんじゃさかい、仕方なしに待ってやることにしたいとお・
オボ

そのうちに娘の病いはだんだん童となって4oいって、七月頃にI」歩くこともできんよう

になってしもたいって。貸し金のことばっか'ご配して、
な

「早よ済してくれ、早よ済して〈jl/し｡」
ふたおや

ちゅうて寝言にても言うもんじゃざ力､い、両親はこたえられん4'ようになって、二日にあ

けず取りに行ったいけつとか、よっぽと金に諾つちよったとめえて、
むじんこう

「まア、ちょこんとがいだ4２（間）待ってくだされ、頼みます。盆(こ(よ無尽講43をとって
な

いず済しますて｡、どうか待ってくだされ｡」
カヤ

ちゅうちょって、な力､な力､返してくれなんだいとお。

果」と見る方がよいと思われる。アルイテキタジヤは「完成相」と見ることに変化なし。

二つの意味のちがいは、アルイテキテジャは、動作やその経緯の説明ではなく、現在自

分がここにいる理由の説明に主眼があるかと思われる。

3Ｏいわゆる「ぼかしのう｣、《銭など、銭のようなもの》。

31「ないじゃわい」のジャはノダの意味。ワイは自分の主張を一方的に伝える文末詞。

３２「のうで」はノーデで「飲む」のテ形。マ行バ行のウ音便。

３３「なおしちゃいけっとわい」はナオシチャは《治したい》＋イ（ジャの異形態）＋ケッ

ト《けれど》＋ワイ（文末詞)。

３４セ（シル《する》の未然形）＋ナンダ（過去否定）＋イ（ジャの異形態）＋ケット《け

れど》。

３５アンマレは《あんまり》の意味。

３６キノドクナは終止形。いわゆるナ形容詞終止形はナで終わる。

３７《借りる》はカル。夕形はカッタ。

３８括弧にあるように、工夫することから、お金の工面の意味。現代語の「分別」とずれて

いる。

３９デキンデのデは接続助詞テの異形態。「飛んで」のデと同じ。《ので》の意味のデとは別

であろう。

４０《重たい》はオボチャ。ナル形はオボトナル。オモイはあまり用いず、ここでも「病が

オボトナル」を使用。

41コタエルは《我慢する》の意味。コタエラレンは《我慢できない》。

４２チョコント＋ガ＋アイダであっただろう。ガは現在、人間名詞にしか付かないが、広く

名詞一般に付いた時代の名残か。現在では～ガイダで－単位形式。

４３頼母子講（たのもしこう）に同じ。
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プ うすうす

そのうち、ノ、月|こなったある日、雨のしも降る（細く降る）霞の立ちこめた人影の薄々つ

とわかるくらいの晩げ"時、娘はもうたまりかねたもんか、人ロヘ来て、ショボーンと立

てって45、
な ツキヤア

「じゃァでも、今日は金を済してもらいちやじゃ。使者46では、とても、らちあ力､んで、
ギラ

私もらいに来ました。済してくれる主て゛今日はもどりません｡」
わけ

ちゅうて、今度'よ何ちゅうて申し訳してももどるつとせんじゃって。見ろと、身体はやせ
す

て骨と皮ばつ力､で、顔は血の気のない透き通った、おとろしような47姿じゃって。よっぽ

ど、こわい（つらい）４８のをこらえて、わざわざ来たもんじゃろ49、可哀そうじゃ、何とかし
モ

て金をこしらいてあげようと,巴て、
アンマ

「しやんなら、ちよ二つとがいだ50、家へ入って待つちよってくだされ。余Ｊ１/Lいたわし
な

さ力､い、隣へ行って、トク借り（寸借）５'して済しますさかい｡」

ちゆうて出て行ったいとお・出作り山じゃさかい、隣っていうても十町52も離れちよっち

ゃざかい、なかなかにわかにはいかんさかい、

「病いてこわい（つらい）こっちやろ53が、家へ入って寝て待つちよってくだされ｡」
ヘェジ ゲンカ

ちゆうて勧めつちやlナつと54,家へ人ろつともせず、ろくな返事55もせんと玄関56ヘウロー

ンと立って待つちよったいとお･

半時ほどだって、金を借って来て娘に渡すと、おっとざ（黙って）５７受け取って暗がりの

４４バンゲはヨケ《夕食》の後の寝るまでの時間。寝てからはヨサリ。

４５《立って》はタテツテという。石川、富山両県に分布。基本形はタテルか。基本形の存

在が希薄な動詞の一群があり、これらはテ形を代表形としなければならない。タテッテ

《立って》、カンデ《担いで》、テーデ《連れて》などが該当。テ形が中心であるので、

チョル形《ている》、夕形（＜ダル＜テアル）も自然である。タッテッチョル、カンジョ

ル、テージョル；タテッタ、カンダ、テーダ。

４６ツカイに由来｡ツキヤと語末が短いのが普通であろう。Ｃａi＞Cja：は語末で短音化する。
４７「おとろしような」は形容詞十ヨーナ。別に名詞＋ミタ＋ヨーナの形式もあり（ワレミ

タヨーナ《お前のような》)。ヨーナは用言の言い切り形につく。

４８コワイは《身体がつらい》の意味。

４９《来たものなんだろう》が直訳。

50《少しの間》の意味。チヨコツト＋ガ＋アイダからか。

５，括弧にあるとおり、ちょっと借りること。「疾<借り」からか。

５２約１ｋｍ強。

５３．ワイコツチヤロは《(身体が）つらいことだろう》。

５４勧メッチヤケットは、勧〆シ《勧める》＋チヤ（ジヤの異形態、《ノダ》）＋ケット《け

れど》。

５５ヘンジ＞ヘージ。

５６ゲンカン＞ゲンカ。音節が重重＞重軽に変化。

５７「おっと」は《おとなしくしている、黙っていること》。「日本方言大辞典」上巻４１５頁

（小学館）では、福井県、滋賀県に分布とあるが、白峰のようなサの付く語形の掲載は

ない。オットはおそらくオーシ、オーチ、オッチ《唖》等の他の方言の語形と関係する。
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道をもどって行ったいとお・

ホウ

「この間力､ら、もう歩けんようになったちゅう話じゃったが、あァんなっても金は欲し５８
メ ツキヤア モ アガ

もんと見えて、使者ではらちあかんと恩て、ありや自分て゛ら5９（自分自身て参）取りに来た。

いたわし（可哀そう）もんじゃ仁や。」

ちゅうて話しながら、
ヨケオオソ

「おかげで晩食60が遅,bLPつた61｡」
ヨケク ひきやく

ちゆうて晩食を食て寝よ62つとしちょっとこへ、隣の人力《飛脚63に来たいとお・
こ にわかワアル

「隣の娘l」、朝げり64から俄に悪うなって、今、主いらっしゃった65（死なつしやった）で、

ちょっと知らしに来たでござっちゃ66｡」

ちゅうて来たもんで、大変びっくりして、
イツコ モ

「えツ、それはほんの（本当）て゛ござっちゃろこ６７．－向68ほんの（本当）のように思えで６９

なりませんじゃが｡」
マイ

ちゅうて、半時ほど前に金を取り（こ来た話をしたいとお・隣の人は
うそ サイチ ンナ

「そりゃ、い力＼な70嘘じゃろが。その時分は、もう死にかけちよる最中71で、皆がハラハ
ホリ

ラして兄ちよろ時じゃさかい来る(よずがないじゃろが｡」
ナン ニ

って言うもんじゃさかい、何ちゆうても不思議でこたえらＪ１/しず72、しやアしっと、あの娘の
ユウレ モ ひやみず｡

幽霊73が取りに来たじゃな力、ろこと思うと、ゾッと浄水かけられたようになったいとお・

５８「欲しい」はホーシ。語幹に長母音がある。この方言のシク活用の形容詞はシで終わる

（ウリシ《嬉しい》、サピシ《淋しい》)。ホーシはシで終わる形容詞で語幹に長母音をも

つ。

５９「わがでに」に関係する。文献で「しん実から、我がでにも、よくがてんして」〈難波

物語〉がある。方言でも「～二」の形をとるバリエーションがあるが、白峰のようなう

で終わる例はない。

６０ヨケは《夕飯》・アサイ《朝飯》、上り《昼飯》。

61「遅い」の方言形は標準語形と同じオソイ、語幹の長母音は出ない。ただし、ナル形、

夕形では現れる（オーソナル、オーソカッタ)。

６２「寝よ」は実際の発音ではニヨであり、独立したヨはなかったはずである。

６３「飛脚｣は｢二人一組で行く死亡通知の使者｣「日本方言大辞典｣下巻１９９１頁(小学館)。

６４「朝げり」はアサギリともいう。夜が明けてからアサイ《朝飯》までの時間。

６５マイルは仏に対する丁寧語と思われるが､《死ぬ》意味では常にシヤル敬語の形である。

６６「でござっちゃ」はデゴザツ《です》＋チヤ（ジヤの異形態)。デゴザルはジヤの丁寧。

６７ホンノジヤ《本当だ》の丁寧ホンノデゴザルに、チヤロ（ジヤロ）＋=が付いたもの。

６８「一向」のイツコー＞イツコの変化は、音節が重重＞重軽になる変化。

６９未然形十デの形。「～なくて」の意味。

７０「いかな」は「如何なる」のルを落とした形。《どんな》の意味。

71サイチューから。音節が重重＞重軽に変化。

７２《我慢できない》という意味。

７３ユーレーから。音節が重重＞重軽に変化。
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ヨイ シトツ ヨイ

それから用意74して、その人と_一緒に75行って見ろと、家のもんは泣き泣き葬ﾈしの用意し
とむら

ろとこじや-つたさ力､い、弔いを言うと、

「お前に貸してある金を,Ｕ配して、息を引きとるまで、あの金もろて来てくれ、良い薬

買うて来て飲うで76早よなおしちやじや77．早よ早よ、今行ってもろて来てくれちゆうて、

何べんも何べんもロぐせのように言うちよったが､今はもう夜になってしもたいさかい、
あした

明日朝げり早よからもらいに行って、きっともろて来てやつき力､い、まァちよこっとが

いだ待つちよってくれえよう78ちゆうて、なだめちよろうちに、苔しそになってきて、
シトトキ イノ （イッコ

ー時ほどロをモグモグ動かし何か言おとしちよっちゃけつとか79,--向言葉仁ならなん
マ カワイ

だて･ござっちゃわい80.さつと金のこと含おつとしちよっちゃろ81と思い82ましだ。可哀て
マ

可哀て、じゃアしょうじやろと83思いましたじや。それて獺明日は、あの全こしらいて持

って来てくだされ。棺の前へ供えてやりちやァと思うざかいわい｡」

って言うさかい、大変びっくりして、
シトトキ マイ ニ

「その金は、今から--時あま')前に、あの娘がとりに来たさかい、隣からトク借りして

来て、たしか仁渡したはずじゃが｡」
わけ

ちゅうて事情を話したいけつとか、なかな力､承失ﾛせんじゃって。

「しやアな84ことがあるもんか。今から--時前には息が切れかけて、ハクンハクンとし
ホリ

ニ

ちよろ時て゛、しやアな歩いたりは、じゃして85できましよに。お前は、あの娘が死んだ
なうそ

ので金を済さんつもりで、嘘のこと作って無理を通そって言うの力､｡」

７４「用意」をヨイという。ヨーイから変化したとすると、重軽＞軽軽に例外的に変化した
ものか、ヨーイで超重音節を形成し、それが重音節（ヨイ）に変化したものか。

７５シトツニとはルビと漢字が示すとおり、《￣緒に》の意味･上＞シの変化（他には、シ
ト《人》）が見られるが、語彙的なものであろう。

７６ノーデは《飲んで》のマ行ウ音便。

７７「なおしちゃじゃ」のナオシチヤは《治したい》、ジヤはノダで、《拾したいんだ》。
７８「くれえよう」のクレルの命令形はクレだが、鉱次郎氏の記述では常に母音の長い「く
れえ」で表記されている。命令形は本来語末母音が長かった可能性が高い｡ヨウは丁寧
さを表す文末詞。Ｃｆシャンカヨー《そうですか》。

７９「しちよっちゃけつとか」はシチヨツ《している》＋チヤ（ジヤの異形態）＋ケツト＋
力。《しているんだけれども》。

８０ナラナンダ（過去否定）＋デゴザツ（丁寧）＋チヤ（ジヤの異形態《ノダ》）＋ワイ（自
分の主張)。

８１シチヨツ＋チヤロ（ジヤロ《のだろう》の異形態)。

８２「思い」をマイと言っている。類推で形成された形Ｏｍａ~Ｕのオが落ちて、基本形ｍａ~ｕ
ができた。その語幹ｍａ‐に‐iがついた形。

８３ジャー《どう》＋ショー《しよう》＋ジヤロ《だろう》・ジヤーシヨー《どうしよう》、
ジャージャロ《どうであろう》だけでも意味は通じる。ショーは意志、ジャロは推量が
重なって現れる。

８４シヤーナは《そんな》。

８５ジヤーシテは《どうして》。
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ギラ

「いや、嘘て゛はござらん。私が86家のもんや金を借つた家の人にも聞いてくだされ。何

ちゅうても、済したことはほんの（本当）でござる。」
イシヤカ シプト な イシヤカ

だんだんロ論87になって、娘の死骸88をな力、にして、「済した」「矢ﾛらん」ちゆうてロ論しち
イネ

よると、娘の母89も泣き泣きロ論の仲間(こなつちよったいとお・そうしてない、何の気な
ンナ

しに死骸を見つめちよったら、右手に何力､シッカリ握つちよるように見えたいって。皆、
イビ アンマ

びっくりして、ちょこんと指を開けて見ろと、金を握つちよるのて､、余れをことに、

「やシ、これは。」
モ ンナ

と思わず声をあげろと、そこにいる衆らも皆いっぺんに（一緒'二）その手を見たいとお・た
ゼン ンナ

しかにさきに済した銭をそのなり9O握って死んじよっちゃって91。もう皆びっくりして、お
ふたおや イネ

つとざ（黙って）兄ちよっちゃって。なかでも両親l」肝つぶすほどびっくりしたいって。母

は、
ゼンンナ イネ

「この銭は皆、永代経にあげます92ざ力、い、じゃんか母にかしてくれえよう。」

と生きちよる人に言うて聞かすように言うて銭をとったいとお・そうして残らず永代経に

あげましたいとお･

（山下はつより伝承）

[参考］白峰村の大道谷に在住の某家の娘にまつわる実話で、明治二十年代のことだという。

８６ギラガは《私の》・ガは所有を表す助詞で人間名詞に付く。

８７「いさかい」から。isakai＞isakja＞isjakja＞isjakaの変化。
８８シピト《死人》から。ｂｉ＞ｂｕの変化。あるいはSjibito＞sjibto＞Sjibutoのｂｉの母音が
落ちたあと、ｕが挿入されたか。

８９イネは《母》を指す語。自分の妻を指すのにも用いる。

９０「そのなり」は《そのまま》。

９１シンジョッ《死んでいる》＋チャ（ジャの異形態）＋ソテ（引用)。シンジョルは結果
継続。

９２永代経を上げてもらうのに使うということ。

－８３－



[８］二丁の鎌’
ホウ

昔、牛首2の人力〈勝山（福井県勝山市）ヘ買物をしいに行ったいとお・いろいろ欲し３もんを、
モ

あれもこれもと息ててかいこと4買うたさかい、かんて゛５（かついで）行ったタミノ6ヘ入りざ
スミドウライチミヤ イェ

らんで、炭俵7を一枚8貢うて、で力、いむ荷物をつつんて゛、その上へタミノをのせて、牛首

むいてかんで行ったいとお・
オオソ

そうしたらない、勝山を出る時が遅なった9もんじゃざ力､い、よっぽと道を急いだいけ
ホリ ウスグウロ

つと力､、谷峠（白峰村と勝山市との境の峠)ヘ着いた時には、早や薄暗う'oなつちよったいとお・
や クウロ

いつつも元気な人じゃったいけつとか、害Ｉ今に淋しがり''屋じゃったもんで、こりや、暗う
トポ

なり12かけて弱った、まアヘつと1３（もつと）勝LL,を早よ出りやよかった、灯し道具14もない
くだ

し、けつとか、こ；l/しから下I)一方じゃし、馴れた道じゃさかい淋しこともなかろ、どりや'５
いそ や みちばた

しやんなら急ごうと気を励まして道を急いだいけっと、根が淋しがり屋じゃざ力､い､道端が
ひやあせ クウロ

ゴゾンッと音がしてもびっくりして足をとめ、冷汗力､きながらだんだん行くと、もう暗う
みちくり うす

なってしもて、道辺に木の生えちよらんとこは、まんまと16薄うんつと17道がわ力、つちやけ
あしさが

つと力､、木の生えちよろとこは、ちよこつともわからんじゃざかい足探ね'8に行くじゃっ
あせ

て。気がいくら焦ってもな力､なか早よ行けんじゃって。

１この話は、本書ではセクション番号９（34-36頁）である。

２牛首は、白峰村の中心、字白峰のこと。

３ホーシ。「欲しい」の白峰方言の形。

４「でかいこと」は《たくさん》。

５カンデは《担いで》・基本形はカグか。基本形の存在が希薄な動詞の-群があり、これら

はテ形を代表形とするべきである。他に、この種の動詞にはタテッテ《立って》、テーデ

《連れて》などがある。

６藁や茅で編んだ物入れ。同種で小型のものにドーランがあり、山菜採り（ハゲミという）

などに用いる。タノミは平たくやや大型で物の運搬に適する。

７俵はトーラという。ｔａｗａｒａ＞to:ｒａの変化。

８Ｃａi＞Cja:の変化。語末の場合、さらに短音化しＣｊａとなる。
９「遅い」の方言形は標準語形と同じオソイ、語幹の長母音は出ない。ただし、ナル形、

夕形では長母音が現れる（オーソナル、オーソカッタ)･

10「暗い」はクーリヤ。ナル形はクーロナル。「薄暗い」の複合語でもウスグーロナル。

ここでの表記はウスグーローナルと出ている。

'’ここでの「淋しがり屋」は「恐がり」のこと。

１２上記注１ｏと同じ。現在は「暗くなる」はクーロナルであるが、ここでの表記はクーロ

ーナルである。語幹末母音の短音化ＣＶ:CV:＞ＣＶ:ＣＶの変化があったものか。

'３マイットともいう。

'４提灯をさす。

'５ドレヤから。《どれどれ》の意味。

１６「うまうまと」から。《首尾よく、うまく》の意味。

１７ウスウント。独特の擬態語。《薄々と》の意味。ウスーントの表記か。

'８アシサガネは暗やみを足でたどること。
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イノカンゲ

風が次いて草木の動く影'9を見てもギョッとして立ちどまり、ヨピた行くと大人道がスゴ
メ

ンと立つちよるように見えつさかい、よう見ろとて゛かいな20木の切り株じゃったりしつち
モ

やって２１、淋し淋しと恩て五、六町も行くと、道端にズングリと真黒いて｡かいなもんが立

つちよるさかい、ハツと息をころしてよう見ろと、道端に立つちよろでかいな石な22じゃ
モ

つたいって。何じゃ石なかと恩て妄'こして一足二足歩き出すと、こんどは、スウッと風が
アし おおいしカンゲ

次いて来たさ力､い、自分が前23の方を見ろと、その大石なの影力､ら、白い丸こい顔みたよ
キピワアリ モ

うなもんがスウッと出たりヲ１つ込んだりしちよっちゃって。ただでさい気味が悪い24と尾
メ モ

ちよろとこへ、しやアなもんが見えるもんじゃさかい、－，Ｕに幽霊じゃと思いこて25しも
ツレ へん

て、手に持つちよった杖で、そこら辺を無茶苦茶になぐりつけちよいて26定りに走ったい

って。

ヌ ニギリ とが

そうして逃げ27ちよるうちに、右28の尻を何力＼よう尖ったもんがチヨキン、チヨキンツ

と突き刺したいって。その男はキヤアツと坪ぼって29、あわてて走りやほず3０（走れるだけ）

走っちゃって。けつとか、走りや走るほど、なお、あらけの（強く）３１実〈じゃって。あし
モ

こて化けもんをなぐ')つけたさかい、きっと怒って迫うて来て尻を突くじゃと思うと、お
うしろ

とろして後を､j､り向いて見ることもできんじやとお・もう無茶苦茶に走つちよると、今度
へダリ

は左の尻を突き束'Iしたじゃって。そうして走るごとに、右をいつぺん、左をいつぺん、代

わり代わりにチョキン、チョキンと突き刺したいって。走れば走るほどあらけの（強く）突

くじゃって。最早や生きちよる気もなしに、

「ヤァッ、大変じゃ、大変じゃ。助けてくれッ。」

１９カンゲ。カゲではなく重音節をもつ。首里方言ではカーギと長母音が現れる。古い日本

語で重音節をもつものだったものか｡

２０「でかいな」は《大きな》の意味。数．量が多いことを表す副詞はデカイコト。

２１「しつちやって」はシヅ《する》＋チヤ（ジヤの異形態）＋ソテ（引用)。

２２「石な」は《石》の意味。「いしなご」から。

２３アレガマイは《自分の前》･アレは再帰名詞、ガは所有の助詞。所有の助詞はノ．ガ両

方あるが、アレに付くのはガのみ。

２４「気味が悪い」はキビガワーリ。ｍ～ｂの子音の交替がある。また「悪い」はワーリ。

２５モイコデはオモイコーデからできた。語頭のオの脱落、さらに「思い込む」がウ音便で

現れ、かつ短音化した。

２６「つけちよいて」は《つけておいて》。

２７ヌゲル。ｉ＞Ｕの変化。これと同じ変化に、シピト＞シブト《死人》ミセ＞ムセ《店》

がある。

２８「右」をニギリという。白峰では古い言い方。ヒダリの類推によって、ミギからミギリ

ができ、さらにニギリに変化した。手の「握り（ニギリ）」の引かれた変化であろうか｡

２９《声をあげてさけぶ》ことはヨボルという。ヨブは《人を招待する》意味。

３０ホズは《だけ》の意味。「走りや走るホズ」《走れば走るほど》など｡

３１「荒けなし」《荒々しい、乱暴だ》から・白峰ではアラケノは《強く》の意味。
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って死に声32出して一散に走っちゃけつとか、右の尻と左の尻を代わる代わる突く手をゆ
アレ コ

ろめてくれんじゃって。息も絶え絶えになって自分が家のなかへ飛び込て゛、ブッつぶれて
ぺエ ンネ

しもたいとお。着物33は汗でズブズブに濡て34しもて、尻からはダラダラとdnLが流れちよつ
もり

ちやって。家の人らは介抱しいながら調べて見ろと、股；|の尻が両方ともズタズタに破れ

てしもて、いっぱい、血が流れておとろしように35をつちよっちゃって36゜わけがわからず
モリ さき

介抱しちよろと、明日の朝げり、やっと正気になったざ力､い、きいてみたら前のような話

じゃって。

そこで荷物を調べて見たら、勝山で鎌を二丁貢うて炭俵のなかへつつんだのが、走る柏
トウラ さが

子に二丁なら37俵の間から下って、走りや走るほどあら(ナの（強く）尻を突くじゃつたいと
ユウレ

お。それ力､ら幽霊が出たちゅうと二へ行って見ろと、ネリカワっていう木の白い花が散々

にただかれて散らばつちよったいとお・ネリカワ38ちゆうのはノリウツギっていう矛ﾛ紙の
もと わかぎあたま

原料にしる木で、若木lよようのびて、三、四尺ほどものびて、頭にアジサイによう似た白

い花の茨〈木で、その花が風にゆられて出たり引っ込んだりしちゃったいとお・それでそ

うらいきり39。

（山下共四郎より伝承）

３２シニゴエは「死にそうな声」という意味であろう。

３３ベ_は《着物》の意味。衣類一般を指す。

３４《濡れる》はンネル。擢音で始まる語。擬音で始まる語は他に、ンナ《皆》、ンナ《赤

ん坊》、ンニャコイ《柔らかい》など。

３５様子を表すヨーニは用言の基本形につく。オトロシ《形容詞、おそろしい》＋ヨーニ《様

子に》で、《恐ろしい様子に》の意味。

３６《なっているんだって》の意味。ナツ《なる》＋チヨツ（チヨル、《結果》）＋チヤ（ジ

ャの異形態、《ノダ》）＋ツテ（引用)。

３７ナラは《ともに》の意味。Ｃｆ．「二人なら」《二人とも》。

３８ネリカワは後の解説にあるように、ノリウツギのこと。雁皮（手漉き紙）を作るとき、

漉<水の中に入れるネリ（粘り）に使われる。花は白く、ガクアジサイに似る。

３９白峰民話の結末句。いわゆる「そうろう系｣。このあと、カンドメナシ、あるいはガン

ドメノアシが続く。ここでは省略された短いかたち。発端句はムカシムカシ、アッタイ

トオだが、この話には用いられていない。昔のいつかどこかの話ではなく、実際に伝わ

る実話という設定だからであろう。
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[９］日本一の屍こき爺さ’
じいぱあ

昔々、あったいとお2.爺さと婆さ３とおったいって４．爺さt〕し､い5、山から雀一羽つらまい
。 ２膚 マイ アス

て6来て可愛がって可愛がって飼うちよった7いとお。それて゛、よう馴れて、前（家のﾀﾄ）ヘ遊
ヨロコ

びに出ておっても爺さの姿を見つと喜で8飛んで来ては、手へでも頭へて゛もとまっちゃっ

たいとお9．
ホリ

そうし/とらない、ある時、雀やなァ、
ギラ

「爺さや、いつつも10私11を大変可愛がってくれて、ようしたいよう（ありがとう）１２．おﾈし
ガヤ ゼン オソ ギラ

返し13に一つ銭もうけを教えてやつさ力、い、私が言うようにしてみいよ14゜それはなア、
ギラ ふんどし

私を爺ざが樟１５のな力、ヘ入れて、そのなり16日本一の屍こきじゃって、殿様の前を通っ

てみいよ。しやアしっとなア17、ちょうど爺ざが屍こぐように、うまいこと鳴くさかい１８．
ヨロコＩまうび

しやァしっと、きっと殿様、上手な尻じゃって喜て゛褒美をくださるにちがいないざ力､い

ｌこの話は、本書ではセクション番号５７（141-144頁）である。この話は「鳥呑み爺」の
一種｡烏を呑むのではなく、樟の中に隠し持つタイプ｡鉱次郎の妹､織田きぐ（1915-2005）
が語る話では、シンジガラ（蝉）を飲み込む話になっている。本文末にある伝承者山下
たまは鉱次郎・きくの祖母にあたる。

２白峰民話の発端句｡いわゆる「昔々系｣。アッタイトーのように､存在のアッタを用いる。
イは《ノダ》の意味をもつジャの異形態。トーは伝聞。

３ジーサマ、ジーサ、ジー《爺》／バーサマ、バーサ、バー《婆》の順で階層が下がる。
《爺》については、ノンサ、ノノの別の語があり、階層的にはジーサ、ジーに相当する。

４発端句と対照的に～トートオッタイッテとなる。人の存在にオッタを用い、末尾はツテ
の引用形式。

５ナイは間投詞。現在のニャー、ニヤのもとの形。

６「とらえる」と「つかまえる」の混交語。

７「飼う」はコー。コーチョルは《飼っている》の動作継続（進行)。

８マ行バ行のウ音便をもつ。「喜ぶ」のテ形「喜んで」はヨロコーデとなり、さらに短音化
してヨロコデとなる。

９「とまっちゃったいとお」のトマッ《止まる》＋チヤッタ（ジャッタの異形態）＋イ（ジ
ャの異形態《ノダ》）＋トー（伝聞)。「動詞＋ジャッタ」で回想を表す。全体で《止まる
ものだったんだって》が直訳。

'０「いつつも」《いつも》は常に促音があるかたち。

ｕ白峰方言の自称詞。男女の区別なし。「以下ら（イゲラ)」から来ているものか。
'２ヨーシタイは「ありがとう」に相当する。おそらく「よくした＋イ（ジャ)」から。ヨ
ーは丁寧さを表す文末詞。

１３「お礼返し」の複合語。「返す」はカヤス（Ｃｆ「返る」はカヤル。「変える、帰る」はカ
エルーカイル)。

'４ミルの命令形ミー。それにヨの文末詞。

'５「爺さが樟」には所有のガが用いられている。

'６「そのなり」は《そのまま》･

'７「しや－しっとなァ」は《そうするとなあ》・

'８「さかい」は「から」に相当。この文は「さかい」で完結した文。
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ょぅ'9｡」
アレ ふんどし

って言うて闇かしたいとお・それて゛、爺さ、自分が20かいちよる樟のなかへ雀を入れて、

殿様がお城から出てござる21前をウロウロ歩いちよったいって仁や。家来衆やびっくりし

て、

「そこを通ろは22何もんじゃ。」

ちゅうてとがめたさかい、すかさずになァ、

「日本一の屍こきじゃ。」

ちゅうたいってにゃ。殿様なァ、

「そんなら、一つこいてみい23｡」

って言うたいって。そこで爺さ、足をふん張って、ゾッと禅のなかの雀に合図したらなァ、

チチン、ピヨドリ、コガネジャックリ、ジャックリ、ノノガカネカネ、ジンジガラガラ、

トノナガレス、プツプツ、プツプツ24、

ちゅうて鶇いたいとお･聞いた殿様は、

「こりや上手な屍じゃ。もう一つこいてみい｡」

そこで、また合図しろと、

チチン、ピヨドリ、コガネジャックリ、ジャックリ、ノノガカネカネ、ジンジガラガラ、

トノナガレス、プップッ、プップッ、

ちゅうてこいたいとお・殿様も家来衆も、

「見事、見事。日本一の屍こきじゃ。」
ンナ ケッコベェ ヨロコ力

皆、手をただいて25誉め'よやして、褒美の金やら結構な26着物27やら＿ぱいもろて、喜て゛担

んで28もどつたいとお･
フウアレ

そうしたらtJLPい、隣の欲の深きや29婆さ、でこけなるて3０（大変うらやましくて)、自分が家3，

1９これも「さかい」で完結した文。「よう」は丁寧さを表す文末詞。

2．アレは《自分》という再帰名詞｡ここでのアレガのガは後のカイチヨルの動作主を表す。

２，「出てござる」のテゴサルはチョル（＜ておる）の尊敬。《出ていらっしゃる》の意味｡

２２「そこを通るは」では準体助詞ノがない。連体形の準体用法｡

２３「みる」の命令形｡

２４チチン（擬声語)、ピヨ鳥（擬声十鳥)、黄金ジャックリジャックリ（擬声語)、爺ガ（ノ

ノの）金々、ジンジガラガラ（蝉)、トノナガレス（鳥の～、不明)、プップッ、プップ

ツ。

２５ｍⅡ<」はタダク。

２６ケツコナは《綺麗な》の意味。

２７《着物》をさす一般的な語。

２８カンデは《担いで》・基本形ははっきりせずほとんど用いない、カグか｡

２９「深い｣はフーキヤ。標準語３拍の形容詞語幹は長母音をもつ｡Ｃａi＞~Cja（フーキヤ)、
Ｃｕi＞Ｃｉ（サーピ《寒い》）など。

３０「でこけなるて」のデコは「でかい」に関係し《大変》の意味・ケナルテは、ケナリ（＜
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オコ

の爺さをﾛﾋｰうて、

「ほかの、ノノ（爺）ら32は屍二いても全とる。家のノノらは糞ノノじゃ。」

ちゆうて爺をせめて手にやわん33ようになったじゃって（手におえなくなったということです)。
ナロモ

爺さ仕方がのうて、屍こぎ爺ざがとこへ行って34習てこう35と`VEて、

「しやんなら、あのノノがとこへ行って、じゃァしてしやァな屍二いたじゃ、聞いてこ

うわ､136｡」

ちゅうて隣の爺がとこへ問いに行ったいって。
オコ

「もう、家の婆口上って手lこやわんじゃが、じゃァしろと、しやァな上手な尼がこけろな
オソ

ら（尻がこけろのてす力､）３７．－－つ教えて38くれん二（くれませんか）３９｡」

「フム、婆が叱るこ（｡ころのか)。しやんなら教えてやろんね40゜それはない、でかいこと
あずきままたクデエダイコつ

，I、豆飯を炊いて腹一いっぱい41食て、屍へ42出そになったら大根の尻つぼを詰めして43行

〈とよいCやわい｡」
オソク

ちゅうて教えてくれたいとお・それから家へもと゛って、小豆飯をこしらいて44ドッサリ食て、
デ

尻へ大根の詰めして、あら(ﾅの（荒々しく）４５歩くと出っさ力､い、ソッソッと歩いて行って、

ケナルイ）《うらやましい》のテ形。

31「あれが家」は《自分の家》･アレは再帰名詞、ガは所有、「家」はイエと読む。ウチで
あれば、家屋の意味。《－族、一家、家庭》を意味するのはイエで区別する。

３２複数のうではなく、いわゆる「ぼかしのう｣。ノノラは《爺など》。

３３テニヤワンは「手に合わない」から。ここでは《手が付けれない》の意味。
３４《庇こき爺さのところに行って》の意味。

３５ナローテ＞ナロテ。コーは「来る」の意志形。コヨーのようにヨが入らない形。

３６「じゃアして」《どうして》、「しやアな」《そんな》、庇こいたじや《庇こいたのか》、聞

いて《聞いて》、こう（｢来る」意志形)、わい（自分の主張)。疑問語疑問文の場合、文

末に「ナラ（ナー)」がくるが、それが節に入ると「[疑問語…ジヤ］述語」の形をとる。

３７《どうするとそんな庇がこけるか》の意味｡本文括弧にあるような敬語的な要素はない。
ナラは疑問語疑問文に用いられる文末詞。

３８「教える」をオソエルというのは、おそらく古語「をすへる」から。オスエル＞オソエ
ルと変化したものであろう。

３９コは真偽疑問文に用いる文末詞。「～てクレンコ」《てくれないか》・本文括弧にあるよ

うな敬語的な要素はない。

40ンネは「言い聞かせ」の文末詞。動詞意志形＋ンネでは自分の意向がこれから実現する

ことを相手に言い聞かせるときに用いる。「しやんなら今から梯子展ちゅうのをこいてみ

しよ《見せよう》んね」（４１はしご庇４３頁)。他に、ジヤ＋ンネもあり。この場合、説

明を言い聞かせるときに用いる。「このゴザを貢うて来た《買ってきた》い（ジャの異形

態）んね」（３７ムジナめと猿め１０８頁)。

41ハラーイッパイと発音したものか。

４２この方言で「デル《出る》」がとる補語には、エ格がある（例：学校＝出ル)。しかし、

ここでは、デエソ（語幹デー《出》＋ソ《そう》）のデルの主体になっている。

４３「詰めして」は《栓して》の意味。

４４コシライルは「作る」にあたる語。ツクルは農作物、酒などに対して用いる。

４５「あらけなし」から。白峰のアラケノは《強く》の意味の副詞だが、ここでは《力をこ
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殿様のござる46のを待つちよったいって。そうしたらない、殿様、行列してござったいと
モ

お゜爺さ、それ今じゃと恩て、行列の前へ出て行ったら、

「そこを通ろは何もんじゃ。」

「日本一の屍こきじゃ。」
キンノ

「昨日の庇は聞きごと47じゃった。ｔ'一つこいてみい｡」
モ モ

爺さ、しめたと息て、精いっぱいて゛かいな48屍をこいて、よけい褒美をもろてい二と尾て、
まく ソソパラ ジキ

尻を捲って、ウウンッと下腹に力を人jl/して力んだ49いってにや゜そうしたらなァ、大根の
バア

詰めがスボンツとぬげてない、糞50がて゛力、いことペタペタツと出たじゃって。そうしたら

なぁ、殿様、大変怒って、

「これは偽せもんじゃ、プチただいて51やれッ。」
アツ

ちゆうたいって。大勢の家来衆ら集ばって52来て、手に持つちよった槍の尻でなく゛りつけ
からだじゆうベエナンまっか

左いって。爺さ、身体中なぐられていっぱい血が出て、着物も何も血だらけ|こなって、真赤
ヌ

に染まって命ガラガラ53逃げてもどって行っ/Eいって。
フウ

そうしたらない、欲の深きや婆さ、ノノ（爺）ア今(こ褒美もろてもどってくっちゃろこ54、
モ ヤネセド

早よ来りやよいにlこやと尾て、二階55ヘ上って窓56ヘのぞい57てみたら、爺や58血だらけにな
とおめ べエ カ

って泣き泣きもどってくっちゃって。けつと力、、遠目に、赤い結構な59着物着て金担んで60
ウリ

くるように見えつちやざ力、い61、もう嬉して嬉して62二階て踊り出したいって。

めて》の意味。

４６「来る」に対応する本動詞ゴザル。尊敬を表す。

４７「聞きごと」は《(聞くに値するほど）素晴らしい》。「見ごと」が《(見るに値するほど）

素晴らしい》に対応する。

４８「でかいな」は《大きい》の意味。終止形、連体形も同形。

４９リキンダ＞ジキンダ。語彙的な変化。

5ｏバーは《糞》・アクセントはＨＬで、バーＨＨ《婆》と対立する。２拍の親族名詞はノノ・

ジー《爺》、トト《父》、カー《母》はすべてＨＬである中で、バー《婆》だけがＨＨで

例外的。バーＨＬ《糞》との同音衝突を避ける形になっている。

51「ぶちただく｣。「ぶつ」と「ただく《叩く》」の複合動詞。

５２「集まる」をアツバルという。ｍ～ｂの交替。サーピ《寒い》など。

５３「命ガラガラ｣。この方言ではカラガラではない。

５４クツチヤロコは《来るのだろうか》の意味。クツ《来る》＋チヤロ（ジヤロの異形態）

＋．（真偽疑問文の文末詞)。

５５ヤネは《二階》をさす。

５６セド（背戸）に「窓」の字を当てるが、ヤネにある窓の意味で「戸」ではない。

５７この方言では「覗く」は「～エノゾク」とエ格をとる。

５８ヤはトピックを表す助詞。

５９ケツコナは《よい》の意味。「良い意味」の内容は広く、《綺麗な、美しい、清潔な》な

ど、この一語が表す。反意語はミーニキ《見た目が悪い》、キタニヤ《汚れている》、ネ

ンドナ《不快を与える》など、意味区分が細かくなっている。

60「金かんで」は《金を担いで》の意味。

61《見えるのだから》の意味。見エッ＋チャ（ジャの異形態）＋サカイ。
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アァヵベェ カ

「ノノ（爺）ァ赤い63着物着て金担/(ﾉて゛来るわ。チャッチャッチャッチャッ。ノノ（爺）
アァカベェ カ

ァ赤ぃ着物着て金担んて゛来るわ。チャッチャッチャッチャッ。」

ちゅうて踊つちよったいとお･それで、そうらいきりのかんどめなし64。

(山下た主より伝承）

６２「嬉しい」はウリシ。シク活用の形容詞はシで終わる。カナシ《悲しい》、サピシ《淋
しい》。

６３アーカイとなっている｡標準語３拍形容詞は､CVCVaiにはＣＶ:Cja(アーキヤ《赤い》)、
CVCuiにはＣＶＣｉ（サーピ《寒い》）が対応をする。語末ではいくつかの語で、Ｃａi＞Ｃｊａ
の変化を起こしている（フチヤ《額》、イチミヤ《－枚》など)。アーカイは上記の口蓋
化の変化を起こす前の形であり、ここでも語幹の長母音が見られる。この形は語幹の長
母音がなぜ生じたかの問題にとって重要である。形容詞全般に、語尾の融合変化と短母
音化の二つの変化が起こったが、それに伴って語幹母音が長音化したのではないことを

示唆する。すなわち、語尾の音変化以前にすでに語幹母音は長かったのである。
６４白峰民話の結末句。いわゆる「そうろう系｣。「そうらいきりのかんどめなし」の他に、
「そうらいきりのがんどめのあし」がある。「がんどめのあし」はガンドメ《蟹》のアシ
《足》で、蟹の鋏を連想し、そこで切る（話を打ち切る）意味がある。
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